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１．はじめに 

 

富山市では、人口減少と少子高齢社会を迎える中、各

種の行政課題に対応するため、公共交通を活性化させ、

その沿線に、居住、商業、業務文化等の都市の諸機能を

集積させる「公共交通を軸としたコンパクトなまちづく

り」を進めており、そのリーディングプロジェクトとし

て富山港線のＬＲＴ化と沿線でのまちづくりに取り組ん

できたところである。 

一方、ＪＲ高山本線は、合併前の旧5市町村を南北に

結ぶ重要な公共交通軸であるが、近年は地方公共交通の

一般的な例に漏れず、モータリゼーションの進展ととも

に、利用者の減少と運行サービスの低下という悪循環が

続いていた。 

そこで、本市ではＪＲ高山本線の活性化によるコンパ

クトなまちづくりを推進することを目的として平成18年

10月より列車の高頻度運行を軸とした「ＪＲ高山本線活

性化社会実験」を実施するとともに、実験にあわせ駅前

広場整備、駐輪場整備等の沿線でのまちづくりを進めて

いる。さらに、平成20年3月から社会実験の一環として

新駅（駅名称・婦中鵜坂駅（臨時駅））設置の実験を行

い、周辺住民及び周辺企業の従業員の生活交通の変化等

を調査し、その効果を検証することとしている。 

本稿では、地方都市のローカル線においての新駅設置

実験による周辺企業の従業員の通勤手段の変化に焦点を

あて、マイカー通勤利用者を対象にした公共交通を利用

した通勤体験や利用の働きかけなどの企業モビリティマ

ネジメント（ＭＭ）の取り組みとともに現時点での結果

を報告するものである。 
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２．新駅「婦中鵜坂駅」の概要及び駅周辺地域の状況 

 

（１）新駅「婦中鵜坂駅」の概要 

新駅「婦中鵜坂駅」は、ＪＲ高山本線西富山駅から

南に約2.6ｋｍ、速星駅から北へ約1.7ｋｍに位置してい

る。新駅設置にあわせ、交通広場、パーク＆ライド用駐

車場、駐輪場を設置している。その概要を図-1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図‐1 婦中鵜坂駅及び駅関連施設の概要 

 

（２）新駅周辺地域の状況 

新駅周辺地域の概要を図-2に示す。新駅の駅勢圏人

口（半径1km）は平成17年国勢調査では4,108人であり、

これは平成12年の調査より約500人増加しており、近年、

住宅団地も整備され今後も人口増加が見込まれる地域で

ある。駅東側には、企業団地が広がっており、さらにそ

の外縁部には住宅団地が広がっている。また、駅西側に

は企業団地と集積した住宅地が存在しているが、駅を利

用するためには、踏切の位置の関係で大きく迂回する必

要が生じる。 
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図‐2 新駅周辺地域の状況 



３．新駅設置による企業従業員の交通行動の変化 

 

（１）調査概要 

新駅の恩恵を直接的に受けると考えられる駅東側の

企業団地の「富山イノベーションパーク」には、約1,00

0人の従業員が勤務しているが、当団地周辺にはバス等

の公共交通が存在せず、新駅設置前の平成19年8月に富

山市が実施したアンケート調査では、従業員の98％がマ

イカー通勤という実態が明らかとなっている。 

 本市では新駅設置による交通行動の変化を把握するた

め、設置から約4箇月経過した平成20年7月に、富山イノ

ベーションパーク内企業の全従業員を対象としてアンケ

ート調査を実施した。 

 

（２）調査結果 

調査の回答率は、60％（回収数595）であった。以下

に調査結果を示す。 

a)ＪＲ高山本線の通勤利用状況 

 新駅設置後にＪＲ高山本線を利用している方は、21名

（4％）、うち新規利用者は16名（3％）であった。残り

の92％は、マイカー通勤であった。 

b)従業員の居住地の交通環境 

 ①最寄駅（自宅から約1km、徒歩15分の範囲内にある

駅）があるとの回答は、285件（49％）であった。 

 ②最寄バス停（自宅から約1km、徒歩15分の範囲内に

ある駅）があるとの回答は、298件（52％）であった。 

 ③最寄駅も最寄バス停も無いとの回答数は、113件 

（19％）であった。 

c)通勤にＪＲ高山本線を利用する理由（複数回答） 

 ・通勤にＪＲ高山本線を利用する理由は、「婦中鵜坂

駅の設置」が65％と最も大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

d)通勤にＪＲ高山本線を利用しない理由（複数回答） 

 ・通勤にＪＲ高山本線を利用しない理由として、マイ

カーによる利便性が大きな割合を占めている。 

 

 

 

 

 

 

４．新駅周辺企業の従業員を対象としたＭＭの実施 

 

（１）プロジェクトの概要 

 新駅の設置にあわせ、新駅の利用促進を目的に、富山

イノベーションパーク内企業の従業員（約1,000人）を

対象とした企業ＭＭを実施した。 

 

（２）ＭＭのフロー 

a)実施フロー 

 本プロジェクトでは、ＭＭ手法のうち、経験誘発法

（婦中鵜坂駅利用体験ウィーク）とワンショットＴＦＰ

を組み合わせて実施した。具体的なフローを図-5に示す。

なお、今回は新駅の利用促進を目的としているため、婦

中鵜坂駅利用体験ウィーク参加希望者には制御群を設け

ていない。 

 また、アンケートの回収率を高めるため、各企業の担

当者を窓口に、調査票の配布回収を行った。 
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図‐4 通勤にＪＲ高山本線を利用しない理由 
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図‐3 通勤にＪＲ高山本線を利用する理由 

N=20 

図‐5 新駅周辺企業ＭＭのフロー 

■事前調査（全従業員へのアンケート） 
・婦中鵜坂駅利用体験ウィーク参加者募集 
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b)「婦中鵜坂駅利用体験ウィーク」の実施 

平成20年8月25日～29日の計5日間、現在、マイカー

通勤の方を対象に婦中鵜坂駅の通勤利用へのきっかけづ

くりを目的として、婦中鵜坂駅を利用した通勤を体験す

る「婦中鵜坂駅利用体験ウィーク」を実施した。 

 参加希望者は事前調査で募り、実際には41名の方が婦

中鵜坂駅利用体験ウィークに参加した。 

 参加者には、個別の公共交通利用案内（乗継案内、時

刻表等）やＪＲ高山本線の利用について考えるプログラ

ム等の情報提供を行うとともに、期間中の交通行動日誌

及び無償で参加者の利用交通機関に応じた交通乗車券等

を配布した。配布資料の一部を図-6に示す。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ)全従業員への利用啓発と事後調査 

 「婦中鵜坂駅利用体験ウィーク」の実施結果の周知と

婦中鵜坂駅の利用啓発のため、全従業員へニューズレタ

ー（図-7）を配布するとともに、これらの取組み後の公

共交通の利用意識、交通行動の変化を調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）結果 

a)利用意識の変化（図-8） 

・施策実施前後で、利用体験ウィーク参加者の高い公共

交通意識が持続された。 

・利用体験ウィーク不参加者の公共交通利用意識（積極

的に利用したい、たまには利用したい）が従前に比

べ6％向上している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)交通行動の変化（図-9） 

・施策実施前後で、利用体験ウィーク参加者、不参加者

ともに通勤手段がマイカー利用から特定日のみの公

共交通利用へのシフトが顕著となるとともに、マイ

カーから公共交通機関の利用への手段転換も確認で

きた。 

・不参加者に比べ利用体験ウィーク参加者の特定日のみ

の公共交通利用頻度の増加が顕著であった。 

・しかしながら、現時点ではマイカー通勤の割合が高い。

これは、マイカー利用が公共交通利用に比べ、通勤

時間の短縮などのメリットがあるためと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図‐6 行動日誌・利用を考えるプログラム 

図‐7 ニューズレター 
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図‐8 公共交通機関の利用に対する意識の変化 
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図‐9 交通行動の変化 



５．新駅利用者の状況 

 

（１）利用者数の推移 

 新駅設置後及び企業ＭＭ実施後の利用者人数の推移を

図-10に示す。平成20年度の利用者数の推移は、ほぼ横

ばいであったが、平成21年度4月調査では約70人増加し

ている。増加した人の内訳や要因の分析については今後

の調査が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）目的別利用者数 

 平成20年11月に実施した新駅利用者アンケートの結果

では、通勤目的の高山本線利用が最も多く68%を占めて

おり、内28%はイノベーションパークを含む婦中鵜坂駅

周辺企業への利用であることから、平成20年11月の乗車

人数調査より約43人の従業員の利用があると考えられる

（図-11）。７月に実施したアンケート調査では推計35

人の利用であることから、企業ＭＭ等による利用啓発も

影響しているものと推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.知見及び問題点とその対策 

 

（１）知見 

 企業団地周辺に新駅を設置した場合の企業の従業員の

交通行動の変化を調査した結果、得られた知見は以下の

とおりである。 

・地方のローカル線に新駅を設置した場合、マイカー通

勤から公共交通機関を利用した通勤への転換割合は、

3％程度であることがわかった。 

・地方のローカル線駅周辺での企業ＭＭの実施効果は、

公共交通機関の利用意識の向上が見られたが、マイカー

から公共交通機関利用への転換は、ほとんど見られない。 

（２）問題点とその対策 

今回の調査により得られた、新駅設置及び企業ＭＭ

の実施による駅周辺企業の従業員のマイカーからの転換

割合は低いものであったが、その要因としては、つぎの

内容が考えられる。 

・通勤時の交通手段を選択する際、前述の図-4で示した

とおり、マイカー通勤と公共交通機関を利用した通勤で

の主に時間について比較し選択されると考えられるが、

富山市の現状としては、つぎの理由によりマイカー通勤

のメリットが非常に大きい場合が多い。 

 ①そもそも居住地の最寄りに公共交通機関がないこと 

 ②道路整備率が高いことから渋滞が少なく、公共交通

機関を利用した場合、マイカー通勤よりも時間が要

すること 

・①についての対策は、駅にパーク＆ライド用駐車場を

設置することより解消される。特に地方都市の郊外部で

は、その設置効果が高いことが、「ＪＲ高山本線活性化

社会実験」の効果把握により明らかとなっている。 

・②についての対策は、公共交通機関の利用による、環

境負荷の低減効果、健康増進効果、交通事故軽減等の働

きかけなどのＭＭの実施により、公共交通機関の利用意

識の向上、マイカー利用の抑制やマイカーからの転換等

の交通行動の変化が期待されるところである。 

 

７．今後の展開 

 

 新駅「婦中鵜坂駅」の地元では、自治振興会が中心と

なり「婦中鵜坂駅利用促進協議会」を設置し、高校生へ

の通学定期購入補助や駐輪場の上屋設置などの取り組み

が行われており、社会実験をきっかけに地域のまちづく

りへの気運が高まっている。 

 また、富山市では今年度、ＪＲ高山本線沿線の企業を

対象に、ノーマイカー運動の活動支援を行うこととして

おり、JR高山本線の利用促進と公共交通の活性化を図る

こととしている。 

 なお、ＪＲ高山本線活性化社会実験は、平成22年度末

まで実施予定であるが、社会実験全体の検証を踏まえ、

今後、実験後の増便運行のあり方や臨時駅の取り扱い等

について関係者と議論が深まるところである。 

 最後に、富山市における公共交通の活性化によるコン

パクトなまちづくりは、富山ライトレールの開業とその

沿線でのまちづくりを第１弾として始まったばかりであ

る。本市では、いかに団子（駅やバス停周辺）に都市機

能を集積させていくかがキーとなると思われるが、他の

地方都市においても、明確な都市構造の将来ビジョンの

下、地域特性を活かしたまちづくりを推進することが重

要であると考える。 

 

149 151 154

224

0

50

100

150

200

250

平成20年4月24日 平成20年7月10日 平成20年11月6日 平成21年4月23日

調査日

乗
車
人
数

（
人
／
日

）

図‐10 新駅利用者数の推移（富山市調査結果） 
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図‐11 目的別利用者数（平日） 


